










菩 提 樹 学 園 ソ バ ー 先 生 へ イ ン タ ビ ュ ー

　菩提樹学園の主任教諭

ソバー・シンハ先生は、

1984年から40年にわたりブ

ッダガヤの子ども達の教育

に力くださっています。

　今回開園45周年を記念

し、ソバー先生にインタビ

ューしました。

 

◇園児達と接する時の実践的な基本方針は何ですか

　小さな子供たちが家庭を出て「学校」と呼ばれる

世界に足を踏み入れると、その世界が少し奇妙に感

じられるものです。すべてが彼らにとって新しく、

中には好きなものもあれば、そうでないものもあり

ます。

　私たちはこうした子供たちと親しく接し、彼らに

敵ではなく仲間であると感じさせます。まるで彼ら

の母親であるかのように接することで、子供たちが

この学校環境の中で家庭のように感じられるよう手

助けをすることをモットーとしています。

◇菩提樹学園開園当初と比べて、子ども達の家庭環

境や親の教育に対する考え方は変化しましたか

 開園当初の45年前は、子ども達の家庭環境は哀れな

ものでした。土の家、食事も満足に食べることがで

きず、まともな服もなく、子ども達は学校に行かず

あちこちで遊び、そして両親は子どもに無関心でし

た。しかし、現在は以前に比べて生活環境は改善は

されていますが、貧困層であることには変わりはあ

りません。

　教育に対する認識がなく、教育の意味を理解して

いませんでした。子供を学園に通わせることもあれ

ば、しばしば通わせないこともありました。このよ

うな状況では、子供たちを家庭から学校に連れてく

る必要がありました。その対策として私たちは、新

園児の入園後すぐに家庭訪問を実施しています。

各家庭で教育の側面や重要性を説明することで、彼

らは教育の重要性を理解し始めます。親は子供たち

を菩提樹学園に送り、規則に従うようになりました。

　今では無理やり園に連れて行く必要はなくなりま

した。親たちも自分の子供たちを菩提樹学園に入れ

たがっており、入園申込日には多くの希望者が集ま

りますが、受け入れ人数が限られているため、多く

の人を断らなければならない状況です。

◇園児の親の教育程度について

　開園当初、子ども達の親はまったく読み書きがで

きませんでしたが、時代とともに教育に対する意識

も変わり、現在ではおおよそ、

・大学教育 10％ 

・高等教育 20％

・中等教育(８年生) 20％

の割合で教育を受けています。しかし、今でも

50％の親が教育を受けておらず、自分の名前しか書

けない親もいます。

◇菩提樹学園の教育の特徴について

 菩提樹学園では、次のような活動を通じて子供たち

の精神的および健康的な発展を目指しています。

・精神と身体の発展を促進する運動を取り入れている

・貧しい村の子供たちを環境の整った菩提樹学園に引き 

   入れます。

・子供たちが家庭のように感じられる環境を作ります。

・段階的に学習環境に適応させます。

・教育に対する関心と意欲を持たせます。

・正しい文字の書き方、文章の書き方を教えます。

・お遊戯会などの舞台で緊張や恐怖を克服し、個々   

　の潜在能力を引き出します。

お花まつりにお誕生仏 年度末の試験

粘土で自由に工作園児らが住む村の住居



・折り紙・絵画・工作などでアートの興味を育てます。

・本の朗読を通じて子供の人格を形成します。

・園児全員の精神能力は同じではないため、皆が同

　等の学習能力を習得できるよう特別授業を設けて

　います。

・毎月筆記試験を実施し、習熟度を確認します。

　これらの取り組みを通じて、子どもたちが精神的

にも学業的にも成長できる環境を提供します。さま

ざまな特徴をもった菩提樹学園の子どもたちは、優

れた成果を上げているため、村のすべての親が自分

の子どもを菩提樹学園に入学させたいと願っていま

す。

◇子ども達を教育する上で最も大変なことは何ですか

　村の子供を教育することは簡単ではありません。

あらゆる面で困難があり、子どもたちは完全に先生

に依存しています。親の協力はほとんどありませ

ん。通園日である月曜日から土曜日まで園児たちは

規則正しく勉強しますが、日曜日は休日のため、授

業で習ったことを忘れてしまいます。

　先生たちは子どもたちに授業ことで習ったことを

忘れさせないために、より多くの努力を払わなけれ

ばならないことが大変です。

◇インドでは小学校入学のためには受験しなければ

いけませんが、入試の内容はどのようなものですか

　小学校の入試では、ヒンディー語・英語・算数 そ

れぞれ口頭試験、筆記試験が実施されます。

　菩提樹学園は、すべての生徒を誠実に教え、ヒン

ディー語での授業の学校であれ、英語での授業の学

校であれ、小学校入学を果たせることを目標として

います。菩提樹学園の教育の質の高さはブッダガヤ

全体で認められており、いずれの小学校でも菩提樹

学園を卒園した子供たちは高く評価されています。

◇卒園生の進路について

　菩提樹学園を卒園後の子どもたちの進路は家庭の

経済状況にもよります。約20%の生徒が、大学まで進

学し、学位を取得しています。しかし、約半数の生

徒が学業に対する関心が低く、また親も教育に関心

を持たないため、1年生から5年生の間で学業を中退

しています。菩提樹学園の園児は毎年全員が小学校

に入学していますが、ブッダガヤには経済的な理由

により進学できな子ども達も大勢います。

◇近年ブッダガヤに新しく開設されている教育施設について

　今日、ブッダガヤには多くの教育施設があり、地

元の支援や海外の支援によって新たに開設され続け

ています。授業料が有料の施設もありますが、無料

の施設もあります。無料の施設では、菩提樹学園同

様に、軽食、制服、教科書やノートなどが完全に無

料で提供されます。

　しかし、教育の観点から見ると、どの施設も水準

以下で、謳っていることと実際に提供されるものが

異なる施設が多くみられます。

 それらの施設と比べ、菩提樹学園は他とは異なりま

す。規模は小さいですが、教育の水準は他の学校よ

りも優れています。

◇ソバー先生が菩提樹学園を卒園した子ども達の学

習サポートのために開いている私塾について教えて

ください。

　菩提樹学園を卒園した子どもが進学しても、途中

で中退してしまうことがよくあります。この状況に

対して非常に心を痛めています。なぜなら、私たち

菩提樹学園の先生は、子ども達の学業向上のために

多大な力を注いでいるからです。

夏休み期間中には、英語・ヒンディー語の練習などの宿
題が出されます

ソバー先生の私塾に通う菩提樹学園を卒園した子ども達












